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内地常麗をもっ農家数は、I 9 5 0年3月／日のセシサスの結果ーによれば、α 
各階層両者ともに農家階層の上昇にしたがって、計と北陸計を比較すれば、
全体的にみて常麗をもしかし、の全農家数に対する比率が高くなっている。
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! ' 、正ててでーォーててτ－－~o--: - I 例外｝－扇町長一五万戸厄~2ぷ＝－－3&r 高 L 屯のにたいしても
以下 05 10 /$ .2.0 30 以上
町以上の農家では逆に北陸IQ)α 図
かなり大巾に、その割合の高くなっ C いることである。
けっして
内地計と北陸計との注意
を要する相違点は、 /. s ,._
高し、とはいえない。
つi農家の割合は、震常? ? ?
30 
。20町の階層以下の農家で
内地計の方がわ
？？？震なもつ割合が
.2’～ 3 
はむしろ、
ずかに、
。20
の方が、
(I Gα 図参照）
その推移をみればのセンガスの．結果と比較して、ζ れを ／ 9$$王手。2月／日
常雇をもっ農家の比率が高くなってい$ 0年に比して、各階層をつうじて、
~＂ 戸
川／〆~－－？とて.：：＿＿，＿；ーイr三ギ＝＝－－千ぐう’
例外幻町四～ 0ゴ～ λo－必』
規定以下 05 I. 0 1.5 .20 
その傾向は上！警に移るる。
にしたがって高くなってお
最上層の 3町とく tこ、、??
ぷ倍にのび
ている点、は注尽すべきであ
~~ 
以上農家では、
????
???????、 ???????
50 
'10 
30 
北陸の最高の 3町以上
の農家では z0 %近くの農
?
?
??「 」?。??????
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?
る。
〜
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I④ α 図
5 0年センスでは農家を農用地面積広狭別でとらえており，.s5 
単純に比較することができないが、
（もっとも、
年では耕地面積別でとらえているので、
ーマザー
大体の傾向は知れよう。）
次のごとし。これを北陸タ県7.Jifにみれば、b. 
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.s 0年I① b図のごとく、
センサスの場合は新潟県と
他の三県との大きな相違に
各
階層を通じて常雇をもっ農
家の比率は極めて低率で無
ただ視しうるほどである。
富山、
福井の三県では、
'!-0-
30町
すなわち、気づ〈。
石川、
ヶ← S酔日，ζ4 p 
0.3町 03～ 0.5'～ ／.0～
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北陸地区．
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主～ 7 係の比ついてのみ、① b図
これに反しても
I 
’常新潟は階層の上昇にしたがって、三字率で常雇をもっている。
雇
北陸地区
新潟吋／
／ー 専ら新潟の特色によってで
: ./ あるといえる。
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規定 以下 as /.O 1.s 之ρ 3.0 以上
農家は常雇をもっ。
とくに最上層の 3町以上の農家では 3 I % 
した
がって上にみた内地と北陸
の農家は常震をもっ。
震をもっ農家の比率は急上昇しも
常?
? ?
??? ?
?
??
?
??
??
??
ー
?
の対比にみた北陸の特色は
これ
をー .s.s年セ γ サスと対比す
いっそ
新潟の最上
なお、
上の傾向は、
う顕著であり、
れば、
c b図I 
(Ic b図参照）
産節
?
＠ 
階すなわち、ほぼ常麗と同様なことがいえる。内地計の対比においては、α 
かつ.s0年腐の上昇にしたがって季節雇をもっ農家の比率は増大しており、
しかも最上層の農家にに比して.s.s年にはその比率が大巾に増大している。
その比
.s .s年の最上層の北陸地区においても I.S係
マー8-
注意すべきは、しカミし、3倍の増大である。
なお極めて低率であり、
おいて特に顕著であり、
率は、
???
IRα 函参照）
".20をJ
1.5~ . 1: 
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例外 03町 03 o.s 1.0 ぷ 20 3町
規些 t l l l l以
下 0.5 1.0 I. .5 :w 3. 0 ト
に争ぎない。
??????
Icα 図
相当なアンバラ γスを示して
IRα 図
b.北陸タ県では .50年セ γサスを .5.5年では、
ほぼ新潟に北陸全体の傾向は、ただ、いるのでこの点のコメ γ トはさける。
内地計との対比において示された北陸の特色は専ら新潟の特照応しており、
¢ 
2ー0「 V
イ λ イ：（：町：
ノ 富山
.s-4. . :. I し .…・ ‘福井守イJ . C [j _£~~バム何i,Jl 2 争－~品目T ミー守山」中守E笠口j＝•一一「←＇r--'1
4知砂ト03町 0.3 0.5 1.0 l.S 21) 3町
規定以 l l l l l 以古
下 0.S 1.0 l.S 必 3.0 上
北陸地区震節季
（工⑧ b、工＠ δ図参照）
"' 季節麗北陸地区；／＜a.3%
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例外 03町 0.3 0.S t.O l.S .2iJ 3町
以 t l l l l 以
下 O.S 1.0 !.S之ρ 3.0 上
色と同様である。
＠ δ図I b図③ I 
雇日⑤ 
s s年のsρ 年、内地計と北陸計の各階層別の白震をもっ農家の比率は、α 
その比率階層の上昇にしたがって、ほぽ閉じであり、両センサスをつうじて、
7 0～7 s %の農家i:JB雇をもっている。
I⑥ a図参照）c IRα 図、
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最上層では、が増大しており‘
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日雇のいる農家
各階層肌農家勤こ占める叡！合
内地．北陸
???』?????
??
??
日震
各階層7.J!,
t一一上一一l _J 
1.0 /.$ 20 3町
l l 1 以
付。w 3.0 上
⑤ α図
農家数に占める割合
ム Eー . ＿.＿一一..i 例外0.3町Q3 O.s 
規定以 l l 
下 o.s 1.0 
I 
???
「
??
???↑
??
? ?
日産を市タ県とも大体同じくも北陸手県別ではもb. 
福弁では 0.3町以上では、ただ 5 0年では、もつ農家の比率は増大している。
最上層の 3町以上では.s .s年では、iまぽタ ρ%の同率を示していたのが、
最上層の 3町以上では.s0 4-は！00%逆に富山ではも／ρ0%に上昇している。
（この点は5 $ 年では 5 0 %におちているのが注目される。近かったのが、
最福井の三県では、石川、富山、新潟をのぞく、十分検討せねばならぬがも
5 0年は農家数の
誤差の多いことは考えうると
かつ調査にあたっては、
5 5年ではすのサ γ フりレ調査であるから、
(IRム
上層の農家数自体が少数であり、
IRb図参照）
北陸地区
? ? ?
寵日
ころである。
IRb図
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④ 雇用労働合計日数（ I '1$ $年之月／日）
α．内地計と北陸計を比較すれば、工⑦α、工⑦ b図のごとく、大体類似のカ
ーブを示しているが、わずかに内地の方が「雇用労働なし Jが多い。
内地計
雇用労働なし ＼ 
I C凡／幻＼
I -""'-'• . i一日 一 ～＼＼ • Iσ♂1以t
、ソ，」z ～、
¥ JG～30 目、、1~／008，：「は幻
＼ 、｛；，メぷ係〉／
"" (.28: 3 'f;) ¥ // 
工⑦ α図
北陸計
雇用労働なし
( $3ι喚〉
一 一 I IOVE1以上～，；R ____ _J.－仁三7%)
／口～30日 ヤコザ即日
に3之・3争3 ＼く104!~る；
工⑦ δ図
北陸タ県にみれば、「雇用労働なし jは、富山が最も多く （$8: 2刻、福井
が最小（タ丘 6%）で、新潟、石川は間率であるが、 タ県とも大差はなし・。雇
用労働者日数ではも 3 0日以下の短い日数の場合はも福井が他の三県に比し
て、相当大巾に大きい比率である。 31ー 100日の日数の場合は、タ i宗とも
ほぼ同率に近い。 I 0 0日以上の日数の大きい場合は、新潟が他の三県に比
して大きいのが特徴的である。 （工⑦ C～f図参照）
新潟県
I⑦ σ図
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富山県
雇用な L
($8:之qり
白 ／ρC臼以上
よ士二ニァー 一一守一一寸←
＼＼ 一一一一一1 （バι¢〉
／』3ρ日＼＼＼井31臼～1008
('l.3%) 
I⑦ d図
石川県
雇用なし
くS弘之%）
I⑦ e図
これを各階層別にみれば次のごとし。
d. 雇用労働のない農家／千三日＇~＇fj : 
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規定 以下 o.s μ 正S .20 3.0 以上
工＠ α図
/00五 台、 ー雇用労働のない農家
~＇ I ' 
i .・ ヘ亡、i 、 三富山県ー・ が
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例外 0.3 Gト O.!r- バ0～ β～ J～ 3町
規定以下 o.s I. 0 l.S :w 3.0 主上
工＠ α図
一司 82－ー
福井県
く￥.S:.2事〉 ( 8:ユ守色〉
I⑦ f図
「雇用労働のない農家 jの
各階層別の比率は、内地計
と北陸計では、ほぼ同型で
ある、階層の上昇に逆比例
して、雇用労働のない農家
の比率は減少している。
（工＠α図参照）
これを北陸タ県別にみれ
ば、内地計との類似を最も
よく示しているのは新潟で
あり、富山、石川、福井も
大体同ーの傾向を示してい
るが、 0.3～之町の階層の
農家では、新潟ほどに、階
層別に逆比例して、「雇用
労働のなL・農家 jの減少が
あらわれていない。
｛工＠ α図参照）
b.雇用労働日数 3 0 日以下の農家
内地計と北陸計を比較すれば、各階！習をつうじても北陸の方が内地よりも、
10!.. 
雇用労働合計日数
例外 03 0.3～ O.S・～ICλ 正作ぷ片
規定以下 05 三0 /.) 2.0 3.0 
I R b図
03 0.3、. o.s～／：θ～ 1.5角】。w～
以下 0.5 κρ バ2 :w 3.0 
IR b図
e.雇用労働 30～I0 0臼の農家
10</r 雇用労働合計日数30臼～！00日
50 
~~jt五～
例外 0.3 仰～必...... 1.0.～ μ～ £ρ～ 
規定以下 as 1.0 1.:; 」w 3.0 
I⑥ C 図
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その比率が高い。階層男ljに
みれば、内地では、パ 2町
以下では、大体.2.）～30% 
の比率であり、之町以上で
はその比率が相当減少して
いる。北陸ではも之町以下
はほぼ同率の 30 %あまり
の水準であり、最上層の 3
31lT 
以上町以上では減少している。
（工⑧品図参照）
北陸タ県については、他
の三県に比して、新潟むみ
が、各階層をつうじてその
山は、バ 5-:l.町の階層で最
も高い比率を示している。
(IR b図参照｝
内地計と北陸計を対比す
ると、両者とも大体、同型
のカーブを示しているが、
各階！曹を通じて、内地の方
がや L 高率である。両者と
も之～ 3町層までは、階層
????
?
、??????、????
?????
雇用労働合計日数 上では逆に減少している。
3 0日～100日
i 
しかし全体的に、その比率
・』，，，冒，b”晶、. ＇＂ー，..‘”
． 『’ P 寸 ． ，一『. ,, ' . ・R ぜ ’ ，姐司 福井県対。 は 30 %以下の低率である。
北陸タ県では、 タ県とも
ほぽ同型を示し、階層の上；
昇にしたがって、その比率
が増大している。ここで特
O..J~ o.s～ 10～ l.Y～二20～ 異なのはも最上層の 3町以0.3 
以下 0.5 10 バ.） 。20 3.0 上の農家層において、福井
I⑥ c図 民主のλぇカ1、 ／ ρ 0 %の比率
を示している点であるが、この点は慎重に検討する必要があるように思われ
る。 （工Rc、工Rc関参照）
d.雇用労働 100日以上の農家
内地計と北陸計を対比すればもほぽ向型のカーブであり、階｝替の上昇にした
， 〉 「
?
』?
?
』
??， ， ， ?雇用労働合計日数
ト? ? ?
???
例外
規定
α3 
以下
0.3向~ 0.5～， ／｛）【~ 1.s-
as 1.β l.!i :w 
二2.0～
3.0 
IRd図
がって、その比率が増大しち
最上層の 3町以上では、!i0 
%の比率を示しているのは
注意を要する。両者の相違
点は、£～ 3町以下では、
北陸の方が内地より各陪層
をつうじて低率であるが、
最上層の 3町以上では逆に
3町
以上北陸の方が高率を示してい
る。 (I Rd図参照）
北陸タ県では、新潟か他の三県に比して各階層をつうじて、相当に高率であ
り、メ 2町以上、とくに最上層の 3町以上では、＿） 8" %の高率を示している。
他の三県でt士、石）Ii奈のみが最上層の 3町以上では、新潟の最上層とほぼ同
じ高率を示している。しかし富山、福井の両県、および石川も 3町以上では
各階層をつうじて、新潟と比較して、相当の低率である。したがって、こ与
でも内地計との対比においても北陸計の特色を示しているのは、主として新
潟の特色によるのだ、 といえる。 ( I⑧ d図参照）
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/00 
.so 
雇用労働合計日数
／ ρθ 日以上
一一 一， ム．．．，．．．’．－、..’ j 巴 i • 
／／ 
//. . . 
←／／石川県
新潟県三／
一ぷr • I ., . . . 
／／ j富山手
福井F
例外 0. 3 0.3～ o.s～ メ仏】 け～ぷρ～ 31l?T 
規定はK OS メグ メZ 20 3ρ 以下
I <E> d関
五兼業最先の兼業先
①出稼労働 （！ '150.之‘／）
a. 階層別農家数に占める出稼のいる良家数の比率を内地計と北陸計で対比す
れば次のごとしっ ITCDa図のご之く、各階層をつうじて、北陸の方が出稼段
家の比率は高い c 北陸では ！ 0町以下の下層の農家において最高率であり、
ぇJ(.
/$ 
10 
2ト
出稼者のいる農家数 それより上層の農家では次
各階層J.itj良家数に占める割合
内地．北陸の比較
例外 ρJ 0.3-～ 0.5・～ M～日～ぷん 3町
規定 以下 0.$ λC !.S 三ρ 3.0 以上
亙① α図
第にその比率が低下してい
る。そのような傾向は、内
地でも同様であり、最下関
の 0.3町以下が最高率セ示
し、それ以上では、階層の
上昇にしたがって次第にそ
の比率が低下している。た
立しも最高の場合でもその
比率は I2. 3 %とまりで、
決して高いとはいえない。 C ICDα図参照）
b.北陸ぷ県については、 lICD b図のごとく、他の三県に比して、新潟は際立
って、出稼率が高いことが目立っている。したがっても内地計との対比にお
いて、北陸が各階層をつうじて、比較的高率の出稼率を示しているのは、専
ら新潟の高率が原困しており、他の三県は、ほぽ内地計と同じ水準である。
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c I① α、E① b図参照）
E① 5図
② 全体数でみた第一種兼業農家の兼業先 (!955.之．／）
内地計と北陸計を比較していえるのは、次のごとし。亙＠α、五＠） b図の
ごとく、両者の相違点は、北陸が＠の季節出稼農家の多いことである。内地
3. 5 係、北陸 I0.タ%で、内地計の 3倍以上の率である。その他の部門は大
体、両者とも類似しているが、ただ北陸は、＠の賃労働者が約 3係多くも①
の役職員および④の自営の漁業、林業で各3 稀少し’ c
北陸タ県ではも新潟が、他の三県よれ出稼農家の多いのが目立つ。
（新潟／ヌ 7係富山 S 係、石Jlf/-%、福井バ ι¢ ）その他の部門では大体類
似の比率であるが、ただ賃労働の占める比率は他の三県に比して新潟が最も
小さい。また漁業、林業では、富山が他の三県に比して、相当に小さな比率
である。 ( Il③ C～f図参照）
＠ 全体数でみた第二種兼業農家の兼業先 (!'155.2./) 
内地計と北陸計の対比では、 TIRα、 (J)b図のごとく各部門を通じて、ほ
ぽ類似の比率を示している。
北陸｛（県でも同様にも各部門ともほぼ類似の比率を示している。しかし、
＠の漁業、林業では福井が他の三県に比してその比率が高い。⑥の出稼は、
ここでは富山が他の三県に比して比率が高いが、その比率も《 7 %の低率で
fo I)＼ 第一種兼業での新潟の場合ほどの比重をもってはいない。
(JIR刀～f図参照）
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兼業農家の兼業種類別農家数
①役職員、自由業、サラリーマ γ 等 ②自営業（⑤＠を除〈）
＠職 人 ④自営の漁業、林業 ＠恒常的に麗われる賃労
働者 ⑤季節出稼 ⑦季節雇、人夫、臼雇
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「賃労働者 jの「職員勤務者 j、なお上の 7部門を j農業以外の産莱 j、@ 
三部門に分割すれば次のごとしc
賃労働者は：！と陸が内地内地計と北陸言十 2：を比較すればも第一種兼業農家c0: • 
逆に内地の方が l古い cそれ以外の二部門では、その比率が高いるよりもも
Ir＜宝；ん図参照）（亙＠α図、
労働者の比率が高く、福井に比して、富山が石川、新潟、タ県では、ヰヒ
職員勤務者は福井が最も比率が高い。農業以外の産業では石川県が最も高〈、
（宜② C～f閣参照）
ほぼ類似三部門とも、内地計と北陸計とを比較す.f.Lば、第二徳；兼業農家。る．
わずかに北陸の方が高い♀賃労働者において、ただ、を戸jミしている。のよt
⑤ b関参照）（瓦＠ α、
第一穫の万が第二種北陸を通じて、内地ち第一種と第二径を比較すれば、
よりも労働者が I0 %あまり高い比率を占めている
賃労働第一：極が第二種に比しでも＃県を通じて、北陸￥県別でも同様に、
福井だけが他の三燥に比し
( IlR c～f関参照）／ θ%以上もその比率の小きいのが特徴的である。
タ県男ljでは、
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また、者の比率は I 0 %以上高い。
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⑤ 階層別にみた兼業農家の兼業先 (!'1.S.S • .2../) 
α．第一種兼業農家の兼業先
内地計と北陸計の両者をつうじて、賃労働者と職員層の各階層別の兼業先
のカーブはも対称的な関係にある。内地計では賃労働者は、 0.3町以下の最
下関農家において最高の 2 0 %以上の比率を占め、階層の上昇にしたがって
その比率は減少し、最上層の 3町以上の農家では、 3 0 %あまりにおちてい
る。逆に職員層は、階層の上昇にしたがって、その比率は高くなっている。
しかし、その比率は賃ー労働者層よりも、各階層をつうじて低い乞（耳⑥a図参照）
この内地計と北陸計を比較すればも両者は大体頬似のカーブを示している。
ただ賃労働者は、北陸の方が全体層をつうじて高い比率を占め、逆に職員庸
は、各階層をつうじて低い比率である。 （豆Rb図参照）
究Lι。I 内地計 第一種兼業農家
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b .第二種兼業農家の農家先
内地計では、第二種兼業では、「農業以外の産業 jが、他の賃労働者と職
員層の両者よりも各階層をつうじて、相当高い比率ーを占めている。賃労働者
と職員層については、 0..s町以下では、前者の方が高い比率を占めてし、るが、
それ以上の階層では逆に職員層の方が高くなっており、 0..s～式。町の間で両
者のカーブはクロスしている。 (Il⑦ α図参照）
第一種と第二種を比較していえることは、第一穫の方が第二穫よりも各階
層をつうじて、賃労働者の比率が高いことである。 （宜＠ α、⑦α図参照）
この内地計と比較すれば、北陸計も同様に三者とも、大体類似のカーブを
－ー92-
ほぼ各階層をつうじて高内地計よりも、賃労働者は、し台、し、示してかる。
その比率はそれ以下の階層とは逆に、かつ I.5町以上では、い比率を示しも
職員層はバ S町それと逆の関係におし、て、階層に比例して高くなっている。
メ 2町以その比率が高くなっているが、までは一貫して階層別に比例して、
両者のカーブは正 θ～それ故、その比率は下落している。上ではかえって、
第二種兼業農家
!'. 5町と ！.5～.2.0町の二箇所でグロスしている。‘ （亙⑦ L図参照）
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北陸計とにとんど向型第二種とも兼業先は、第一種、ここで、は、新潟県。
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第一次の点が特徴的である。ここにも新潟とほぼ向型であるが、富山県。
その比率が下っている賃労働者層は階層の上昇にしたがって、種兼業では、
新潟のように大巾でその低下の度合が、最上層の 3町以上の農家では、ヵ：、
階層の上昇各階層をつうじても職員層において、そのことは逆にもはない。
かえって下最上層の 3町以上ではもにしたがってその比率が上っているが、
福井に比して、石川、富山をつうじて、新潟、落している点と照応している。
かなりの高率を示しているのは目立つ G各階層とも、貨労働者！替は、
（宜＠d図参照）
賃労働者の比率の吉川、こと与、新潟に比しても富山県の第二種兼業では、
したがつ比率の下落していないことが呉っている。階層の上昇に応じての、
職員層rto. 3～λ2 職員層のカーブ？とクロスすることはなく、ここで‘t工、て、
丘町
以
上
逆に正 2町以上はその比率が下落し C
??
???? ?? ?? ???
??
｛??
?
?
?? 、 」?
?
?????? ，?
???
?
? 」 ? ? ? 。
?????
???
?
、．???
??
」
?
?
?。ぃ? …
?
???
? ? ?
?
? ?
?
????
?
，，」???
」?
???「?
?
?
?
』
?
??｛
?
?
?
，?
???
??
?
町まではその比率が上昇しているがも
（立⑦d図参照）いる。
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階層メ5～.2町までは、賃労働者は、第一種兼業では、ここで、t工、石川県。
富山と同様であ新潟、その比率の下落しているのは、の上昇にしたがって、
賃労働者とは職員層は、.2町以上では逆にその比率は上昇している。るカミ、
両者を比一2町以上ではほとんど増大してし、なし汁逆の傾向を示しているが、
じて大巾に賃労働者の比率の方が高い。全階層をつう較すれば、
(]IR e図参照）
その比率は各階層の上昇にした賃労働は I.5町までは、
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第二種兼業では、
職員層は、
その比率が増大して
I. .s ぷ町以上では賃労働者の比率は 0であるが、がって下落し、
各階層の上昇に応じて、賃労働者とは逆に、町までは、
£～ 3町以上の最上層ではその比率は 0であり、/. .s～之町では、いるカ入
なお十分に検討する（しかし上層農家については、の比率である。I 00 % 
第二種兼業農家
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農業以外の産業の三者とも賃労働者、第一種兼業では、福井県。
各階層をつうここでは、し治、し、大体北陸計と同裂のカーブを示している c
第一種兼業農家
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じて賃労働者の比率は、飽の三県に比して低い。 （亙Rf図参照）
第二種兼業では、三つのカーブともに、大体、石JI!と類似の型を示してい
る。ただ、ここでも、各階層をつうじて、賃労働者の比率の低いこと、また
職員層が、階層の上層にしたがって、一貫してその比率が急上昇しているが
特徴的である。 （宜⑦f図参照）
（資料はすべて農林省、統計によった。）
（淡路憲治）
内地計
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